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第 5 章では，多連結形状をもっ平板の最適化問題に対して， 2 つの解法を提案している。その第一
は板厚変化法あるいは剛性変化法と，要素パターン変化法を交互に用いて多連結化を図る方法であり，
第二の解法は，板厚変化法あるいは剛性変化法から直接形状修正ベクトルを決定し，自動的に多連結



















(2) 要素パターン変換法を物体力場における 2 次元体及び軸対称体の問題に拡張した。
(3) 異なる 2 種類の材料が完全接着された複合体における接合境界の形状決定問題の解法を示した。
(4) 単連結連続体の基本原形から多連結の最適形状を決める 2 種類の解法を求めた。
(5) 斜交トラス連続体の概念を導入し 有限要素法と数理計画法を用いて多重負荷条件下におけるト
ラス連続体の最適位相を定める方法を提示した。これはトラス構造体の最適形状決定問題に対して
有用なものである。
以上のように本研究は弾性連続体及びトラス構造体の最適形状決定問題における有用な諸解法を提
案したもので，機械設計学及び弾性学に寄与するところが大き Po よって，本論文は博士論文として
価値あるものと認める。
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